
平成 18 年 2 月 13 日 
各    位 

会 社 名     澁 谷 工 業 株 式 会 社 

代表者名 取締役社長 澁 谷 弘 利 
                        （コード番号6340  東証、名証市場第１部) 

問合せ先 常務取締役  吉 道 義 明      

（TEL 076－262－1201) 

 

 

平成18年６月期(中間期)業績予想との差異および(通期)業績予想の修正のお知らせ 
 
 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年8月22日の決算発表時に公表した平成18年6月期中間

（平成17年7月1日～平成17年12月31日）および平成18年6月期（平成17年7月1日～平成18年6月30

日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 
 

記 
 
 
１．平成18年6月期中間業績予想数値との差異（平成17年7月1日～平成17年12月31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １７, ５００ ２５０ １２０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １７, １６５ ５０４ △   ３ 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △ ３３４ ２５４ △ １２３ 

増 減 率（％） △ １.９ １０１.９ ― 

（ご参考） 
前期実績(平成17年6月期中間) 

１６, ７１９ ５２８ １８８ 

 

 
２．平成18年6月期中間連結業績予想数値との差異（平成17年7月1日～平成17年12月31日） 

       （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２３, ０００ ５５０ ２３０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２１, ４００ ７１８ １３０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １, ５９９ １６８ △    ９９ 

増 減 率（％） △    ７.０  ３０.６ △ ４３.１ 

（ご参考） 
前期実績(平成17年6月期中間) 

１９, ２１４ ８９６ ２５２ 

 



３．平成18年6月期通期業績予想数値の修正（平成17年7月1日～平成18年6月30日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４１, ０００ ２, １３０ １, ２３０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３８, ０００ １, ５００ ５７０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ３, ０００ △  ６３０ △  ６６０ 

増 減 率（％） △    ７.３ △ ２９.６ △ ５３.７ 

（ご参考） 
前期実績(平成17年6月期) 

３７, １８６ １, ７２７ ８１３ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）２１ 円 ６１ 銭 

 
 
４．平成18年6月期連結通期業績予想数値の修正（平成17年7月1日～平成18年6月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ５０, ０００ ２, ７００ １, ４７０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４８, ０００ ２, ０３０ ７８０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ ２, ０００ △  ６７０ △  ６９０ 

増 減 率（％） △    ４.０ △ ２４.８ △ ４６.９ 

（ご参考） 
前期実績(平成17年6月期) 

４２, ２０７ ２, １７７ ９１１ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）２９ 円 ４１ 銭 

 

５．修正の理由 

＜中間期＞ 

単体売上高は、期初予想に比べ1.9％減少しましたが、ほぼ予想通り推移しました。 

利益面では、株式運用による有価証券売却益209百万円があったことから、経常利益は

504百万円と期初予想に比べ101.9％と大幅に増加しました。一方、中間純利益は、相互持

合株式の売却益82百万円や子会社に対する債務保証損失引当金戻入85百万円など特別利益

が169百万円あったものの、過年度役員退職引当金繰入274百万円など特別損失が395百万円

生じ、加えて繰延税金資産の回収可能性をより厳密に検討した結果、法人税等調整額が146

百万円負担となり、中間純損失3百万円の計上を余儀なくされました。 

 

 

連結売上高は、メカトロシステム事業の大型環境設備プラントの売上が下期となり、そ

の結果21,400百万円と、期初予想に比べ7.0％減少しました。 

利益面では、株式運用による有価証券売却益227百万円があったものの、子会社の収益力

の向上が計画を下回り、経常利益は718百万円と期初予想に比べ30.6％増加と単体と比べ低

い伸びにとどまりました。一方、中間純利益は、特別利益が86百万円あったものの、過年

度役員退職引当金繰入278百万円など特別損失が342百万円生じ、また法人税等調整額が146

百万円負担となり、中間純利益は130百万円と期初予想に比べ43.1％減少となりました。 



＜通  期＞ 

単体の売上高は、メカトロシステム事業が堅調に推移する予定ですが、主力のパッケー

ジングプラント事業では、客先業界全般に販売単価の下落圧力とコストアップ要因が重な

り、設備投資の見直しから投資時期の先送りと、加えてマンションの耐震強度偽装事件の

余波から、一部のユーザーで新工場の建設計画が遅れ気味に推移し、期内に見込んでいた

案件が来期以降となるなど、売上高の予想は38,000百万円と期初予想に比べ7.3％の減少

を見込んでおります。 

一方利益面では、一層のコスト破壊に努めるものの、売上高減少に伴う固定費負担が高

まることから、経常利益1,500百万円、当期純利益570百万円と期初予想に比べ、それぞれ

29.6％、53.7％の大幅減少を見込んでおります。 

 

連結の業績につきましては、売上高および利益面とも単体の業績と同じ理由によるもの

であります。 

以 上 


